「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」について
　東日本大震災により県外へ避難された選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置について、以下のように定められました。

１．特例の対象者


２．特例の内容
（１）特例対象県（以下福島県）を所属都道府県とする場合の要件緩和



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和






※なお、詳細につきましては日本スポーツ協会ホームページをご覧下さい。

３．特例の適用期間
　　第７７回国民体育大会（栃木県）まで
４．特例の適用に係る手続き

　　本特例の適用を受けて参加する者の競技団体は、所定の様式に必要事項を記入し、東北総体参加申込事務担当者会議まで（ブロック予選会のない競技は国民体育大会参加申込事務担当者会議まで）に県体育協会へ提出してください。
　　○避難場所から福島県の選手として出場する場合【様式１及び別紙１】を使用

　　○避難等による移動先の都道府県から出場する場合【様式１及び別紙２】を使用
　（様式は県体育協会ホームページよりダウンロード可能です）
　
●平成２３年３月１１日（震災発生時）時点において、下記の特例対象県内に居住または勤務していた者。


　もしくは特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者。


　＜特例対象県＞青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千葉県


●なお、上記６県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこととする。





震災時点で「居住」「通学」または「勤務」していた福島県から参加できる。





※様式１及び別紙１を県体協へ提出





福島県から別の都道府県へ避難等により移動し、生活している。





災害が発生しなかったと仮定した場合、当該大会開催年の４月３０日から大会終了時まで継続して福島県に「居住」、「通学」または勤務する予定であった。





YES











YES











福島県から別の都道府県へ避難等により移動し、生活している。





移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」または「勤務地」とする国体の参加資格上の用件を満たしている。


※要件を満たしていない場合でも、「居住」、「通勤」等の実態を証明できる書類等がある場合、日本スポーツ協会が参加を認めることがある。





避難等による移動先の都道府県から参加できる。





※様式１及び別紙２を県体協へ提出





YES











YES











いずれにも該当する場合はどちらも選択可となります。








